４－２　介護保険施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護医療院、介護療養型医療施設）の比較

	
	介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）
	介護老人保健施設
	介護医療院
	療養病床

	
	
	
	
	（医療保険適用）

	機能
	1 入浴・排泄・食事等の介護その他の

日常生活上の世話

2 機能訓練

3 健康管理

4 療養上の世話
	1 看護

2 医学的管理下での介護

3 機能訓練等の必要な医療

4 日常生活の世話
	①　療養上の管理

②　看護

③　医学的管理下での介護

④　機能訓練等の必要な医療

⑤　日常生活の世話
	1 療養上の管理

2 看護
3 医学的管理下の介護等の世話
4 機能訓練等の必要な医療

	対象者
	身体上または精神上著しい障害があるため常時介護を必要とし、在宅介護が困難な要介護者
	病状安定期にあり、入院治療をする必要はないが、リハビリテーションや看護・介護を必要とする要介護者
	病状安定期にあり、重篤な身体疾患を有する者、身体合併症を有する認知症高齢者等である要介護者
	病状が安定している長期療養患者のうち、

1 密度の高い医学的管理や積極的なリハビリテーションを必要とする者

2 40歳未満の者および40～65歳未満の特定疾病以外の者

	利用者負担
	介護サービスにかかった費用の１割（一定以上所得者の場合は２割又は３割）

その他施設ごとに設定された次の費用が必要な場合があります。

1 入所者等の選定による、個室・２人室で特別な居室（療養型・病室）の提供の費用
2 入所者等の選定による、特別な食事の費用

3 理美容代
4 その他日常生活においても通常必要となる費用で、入所者等による負担が適当なもの
	原則として医療費の１割及び食事の標準負担額。

その他病院により保険外負担（おむつ代等）が必要な場合があります。

	費用の支払
	施設介護サービス費（介護報酬）
	診療報酬

	施設入所者
生活介護施設
	従来型
	1 居室（1人あたり10.65㎡以上）

2 静養室

3 浴室

4 医務室

5 食堂及び機能訓練室等

6 廊下幅　1.8ｍ以上

（中廊下は2.7ｍ以上）


	1 療養室（1人あたり８㎡以上）

2 診察室

3 機能訓練室

4 談話室

5 食堂

6 浴室

7 レクリエーションルーム等

8 廊下幅　1.8ｍ以上

（中廊下は2.7ｍ以上）
	1 療養室（1人あたり８㎡以上）

2 診察室、処置室

3 機能訓練室

4 談話室

5 食堂

6 浴室

7 レクリエーションルーム等

8 廊下幅　1.8ｍ以上

（中廊下は2.7ｍ以上）
	1 病室（1人あたり6.4㎡以上）

2 機能訓練室

3 談話室

4 食堂

5 浴室等

6 廊下幅1.8ｍ以上

（中廊下は2.7ｍ以上）

※療養病床をもつ病院の場合



	
	ユニット型
	1 居室（10.65㎡（2人部屋の場合21.3㎡）以上）

2 共同生活室（ユニット定員×２㎡）

3 浴室

4 医務室

5 廊下幅　1.8ｍ（又は1.5ｍ）以上

（中廊下は2.7ｍ（又は1.8ｍ）以上）
	1 療養室（10.65㎡（2人部屋の場合21.3㎡）以上）

2 共同生活室（ユニット定員×２㎡）

3 浴室

4 診察室

5 機能訓練室

6 廊下幅　介護老人福祉施設と同様
	1 療養室（10.65㎡（2人部屋の場合21.3㎡）以上）

2 共同生活室（ユニット定員×２㎡）

3 浴室

4 診察室、処置室

5 機能訓練室

⑥　廊下幅　介護老人福祉施設と同様
	

	人員

入所者
100人
あたり
	1 医師　　　　　　　　　　必要数

2 生活相談員　　　　　　　１以上

3 看護職員　　　　　　　　３以上

4 介護職員　　　　　　　　３１以上

5 栄養士又は管理栄養士　　１以上

6 機能訓練指導員　　　　　１以上

7 介護支援専門員　　　　　１以上

※ユニット部分の看護・介護職員については

(1)日中はユニットごとに常時１人以上

(2)夜間は２ユニットごとに１人以上
	1 医師　　　　　　　　１以上

2 薬剤師　　　　　　　適当数

3 看護職員　　　　　　９以上

4 介護職員　　　　　　２５以上

5 支援相談員　　　　　１以上

6 理学療法士又は作業療法士　１以上

7 介護支援専門員　　　１以上

8 栄養士又は管理栄養士　１以上　等

※ユニット部分の看護・介護職員については

(1)日中はユニットごとに常時１人以上

(2)夜間は２ユニットごとに１人以上
	[Ⅰ型の場合]

1 医師　　　　　　　　３以上

2 薬剤師　　　　　　　１以上

3 看護職員　　　　　　１７以上

4 介護職員　　　　　　２０以上

5 理学療法士又は作業療法士　適当数

6 介護支援専門員　　　１以上

7 栄養士又は管理栄養士　１以上　等

※ユニット部分の看護・介護職員については

(1)日中はユニットごとに常時１人以上

(2)夜間は２ユニットごとに１人以上
	1 医師　　　　　　　 必要数

2 薬剤師　　　　　　　 〃

3 看護職員　　　　　 １７以上

4 介護職員　　　　　 １７以上

5 理学療法士及び作業療法士 適当数 等

※療養病床をもつ病院の場合



	県内設置
	施設数
	１１６　(参考)小規模特養 ３０
	４６
	３０
	４７

	
	定　員
	６，２５１　(参考)小規模特養 ７５４
	４，２２２（うち認知症専門棟 ５４０）
	１，７１７
	３，５５３

	(注)
	
	
	
	
	


（注）　.県内設置数については、令和６年１月１日現在。
